
 

新潟県保険医会 ＦＡＸニュース 第 119 号 

2025 年９月１６日(火) ※医療事務ご担当者さまと共有してください。    送信枚数 全 1 枚 
 

■ 後期高齢者１割→２割負担患者への配慮措置 ９月末で終了 
 

後期高齢者医療制度では、2022 年１０月より一定以上の所得を有する患者の窓口負担割合が１割から２割とされま

した。その際、急激な負担増を抑えるため、外来での１か月分の負担増額を ３,０００円 に収める配慮措置が３年間導

入されましたが、当該配慮措置の期間が９月３０日をもって終了します。 

配慮措置の終了に伴い、医療機関窓口で患者から問い合わせを受けるケースなどが予想されます。厚労省は９月４

日付事務連絡で以下を呼びかけています。 
 

１. 窓口負担割合が２割となる後期高齢者への配慮措置は、2025年９月３０日で終了となる。 

２. 配慮措置終了に伴い、必要に応じてレセプトコンピュータ等の改修等を行っていただきたい。 

３. 患者からの問い合わせについては、厚労省が設置する「後期高齢者医療の制度改正に係るコールセンター」（※）

を案内する等の配慮をお願いしたい。 

厚労省事務連絡「後期高齢者医療制度の窓口負担割合の見直しに伴う配慮措置の終了について」（2025年９月４日）より 
 

（※）後期高齢者医療の制度改正に係るコールセンター  TEL ０１２０－１１７－５７１（フリーダイヤル） 

   対応期間：2025年７月１日～2026年３月３１日  ９：００～１８：００ （※日曜日、祝日、年末年始は除く） 

 
 

■ １０月以降の医療ＤＸ推進体制整備加算について（再掲） 
 
厚労省は８月７日に医療ＤＸ推進体制整備加算等に係る改定通知を出し、１０月以降の取扱いを示しました。改定

内容は８月１日付の新潟県保険医会ＦＡＸニュースで既にお伝えしていますが、改めて概要をお伝えします。 
 
１．マイナ保険証利用率の要件 ２段階に分けて引き上げ 

医療ＤＸ推進体制整備加算  マイナ保険証利用率 

電子処方箋 

導入有 

電子処方箋 

導入なし 

現行 

（～９月３０日） 

 2025年１０月１日 

～2026年２月２８日 

2026年３月１日 

～2026年５月３１日 

加算１（１２点） 加算４（１０点） ４５％ ６０％ ７０％ 

加算２（１１点） 加算５（９点） ３０％ ４０％ ５０％ 

加算３（１０点） 加算６（８点） １５％（○小 １２％） ２５％（○小 ２２％） ３０％（○小 ２7％） 

○小…小児科外来診療料を算定している医療機関であって、かつ 2024 年１月１日～１２月３１日までの延外来患者数のう

ち６歳未満の患者の割合が３割以上の医療機関が適用できる利用率  
（参考）マイナ保険証利用率は、算定月の３月前の値か、その前月又は前々月の値を用いることができる。 

算定月 用いるマイナ保険証利用率 

2025年１０月 2025年５月、2025年６月、2025年７月のなかで最も実績の高い月の値 

2025年１１月 2025年６月、2025年７月、2025年８月のなかで最も実績の高い月の値 

2025年１２月 2025年７月、2025年８月、2025年９月のなかで最も実績の高い月の値 

…
 

…
 

 
2. 電子カルテ情報共有サービス導入の経過措置  来年５月末まで延長 

  施設基準で求められる「電子カルテ情報共有サービスの導入」の経過措置が 2026 年５月３１日まで延長されました。

なお、医療ＤＸ推進体制整備加算の上記以外の全ての施設基準要件は点数表でご確認ください。 

新潟県保険医会 
〒950-0865 
新潟市中央区本馬越 2-17-5 
T E L  ( 0 2 5 ) 2 4 1 - 8 6 2 5 
F A X  ( 0 2 5 ) 2 4 1 - 4 9 5 9 
開所時間 月～金 9:00～17:30 

  


